


地域力活用新事業∞全国展開プロジェクト成果報告書［平成 28年度］ 

正誤表 

 

記載したプロジェクトのカテゴリに、以下の通り誤りがございました。お詫びして訂正いたします。 

 

ページ 商工会議所名 
事業 

区分 
プロジェクト名 

カテゴリ 

誤 正 

2, 14 札幌商工会議所(北海道) 本１ さっぽろワンハンドスイーツを核とした食べ歩き観光プロジェクト 食 旅 食 

2, 20 新庄商工会議所(山形県) 本１ 新庄ＳＯＵＬ風土 食開発プロジェクト 食 旅 食 

2, 20 長井商工会議所(山形県) 調査 軟水が育む「山形長井・菊芋の里」６次産業推進事業 食 食 旅 

2, 22 十日町商工会議所(新潟県) 調査 「火焔型土器のクニ 十日町 縄文ツーリズム」プロジェクト事業 旅 食 旅 

2, 23 七尾商工会議所(石川県) 本１ 能登七尾の地域資源を活用した商品開発と普及による販路開拓事業 食 食 旅 

2, 24 下諏訪商工会議所(長野県) 本１ 酒蔵とパワースポットとまち歩きのコラボによる観光商品開発 旅 食 旅 

2, 27 越谷商工会議所(埼玉県) 調査 レイクタウンのシャワー型拡散を通した集客交流ビジネスの創出 CB 旅 

2, 28 佐原商工会議所(千葉県) 調査 佐原の大祭を活用した通年型観光資源作成プロジェクト CB 旅 

2, 28 佐原商工会議所(千葉県) 本２ 
伊能忠敬翁の地域経営手法を範にとる佐原地域ぐるみビジネス展開

プロジェクト 
旅 技 旅 

2, 31 袋井商工会議所(静岡県) 本１ 「花火のまち袋井」エリア観光で賑わうまちづくりプロジェクト 旅 食 旅 

3, 34 大府商工会議所(愛知県) 本２ 健康ちょい旅 inおおぶ 食 旅 旅 

3, 41 宿毛商工会議所(高知県) 本１ 宿毛旅がきっかけ「体感」健康増進プロジェクト 旅 食 旅 

3, 45 宇佐商工会議所(大分県) 本１ 異業種連携による「宇佐のチカラ」発信事業 食 旅 食 

3, 46 那覇商工会議所(沖縄県) 本１ 琉球王朝大交易の歴史を資源とする那覇市の地域ブランディング 技 技 旅 
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はじめに

　「地域力活用新事業∞全国展開プロジェクト（正式名称 : 小規模事業者地域力活用新
事業全国展開支援事業）」は、日本商工会議所が、中小企業庁の補助を受け、平成 18
年度から実施している事業です。各地域が地域に埋もれた資源を発掘し、それを活用
して新たな特産品や観光商品の開発、およびその販路拡大などを行う取り組みを、全
国の商工会議所を通じて支援するものです。

　平成 28 年度は、事業計画の策定を行う「調査研究事業」が 22 件、全国規模のマー
ケットを狙った特産品や観光商品の開発およびその販路拡大を行う「本体事業 1年目」
が 37 件、そして、以前に本体事業で取り組んだ内容のブラッシュアップを行う「本体
事業 2年目」が 7件の計 66のプロジェクトを実施しました。

　また、当所では全国各地のプロジェクトを側面から支援すべく、円滑な業務遂行を
アドバイスする専門家の派遣や、専門家による商品の改良から販売戦略の立案、商談
のアドバイスまでをサポートする一貫支援事業を実施しました。さらに、販路開拓支
援の一環として、共同展示商談会やテストマーケティングを行ったほか、本プロジェ
クトで開発された商品をカタログにして、冊子やホームページを通してバイヤー向け
に情報発信いたしました。

　本書は、平成 28 年度に実施された 66のプロジェクトの主な事業内容や今後の展開
等について取りまとめたものです。全国規模のマーケットを狙う小規模事業者・中小
企業、および地域活性化を図る商工会議所の皆様の参考資料としてご活用いただけれ
ば幸いに存じます。

　最後に、本書の作成にあたり多大なご支援、ご協力をいただきました各地商工会議
所のご担当者をはじめ、中小企業庁、関係機関等、各プロジェクトの推進に携わった
皆様に対しまして、改めて、厚く御礼申しあげます。

平成 29年 3月
日本商工会議所
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札幌商工会議所（北海道）

北見商工会議所（北海道）

富良野商工会議所（北海道）

美幌商工会議所（北海道）

登別商工会議所（北海道）

盛岡商工会議所（岩手県）
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白石商工会議所（宮城県）

秋田商工会議所（秋田県）

酒田商工会議所（山形県）

鶴岡商工会議所（山形県）

新庄商工会議所（山形県）

長井商工会議所（山形県）

天童商工会議所（山形県）

小千谷商工会議所（新潟県）

糸魚川商工会議所（新潟県）

十日町商工会議所（新潟県）

加茂商工会議所（新潟県）

七尾商工会議所（石川県）

下諏訪商工会議所（長野県）

飯山商工会議所（長野県）
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高崎商工会議所（群馬県）

深谷商工会議所（埼玉県）
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佐原商工会議所（千葉県）
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三島商工会議所（静岡県）

島田商工会議所（静岡県）

袋井商工会議所（静岡県）

岐阜商工会議所（岐阜県）

高山商工会議所（岐阜県）

瑞浪商工会議所（岐阜県）
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さっぽろワンハンドスイーツを核とした食べ歩き観光プロジェクト

オホーツクの魅力を集めて認知度アップ！～地域連携事業

まち歩きナビゲーション開発事業

体験・コミュニティを活かした滞留型観光客創出事業

地域間連携事業「室蘭・伊達・登別魅力再発見プロジェクト」

「VISIT MORIOKA」プロジェクト

伝統的工芸品「岩谷堂箪笥」の技術をいかした新商品開発・普及事業

久慈産「琥珀」を活用した新商品開発及び地域ブランディング事業

蔵王山麓の素材とｅコマースによる「白石三白」ブランド化事業

海外にも通用する工芸ブランド化～芸術と文化の街あきた～

豪商の面影を残す歴史的資源等を活用した体験企画発信事業

城下町×食文化×シルクによる鶴岡観光価値開発プロジェクト

新庄ＳＯＵＬ風土　食開発プロジェクト

軟水が育む「山形長井・菊芋の里」６次産業推進事業

天童の歴史・人物・文化を活用した誘客増の調査研究

今が旬！おぢや観光プロジェクト　～新たな魅力の創造と発信～

古代浪漫・賢く麗しい「奴奈川姫」ブランド化プロジェクト

「火焔型土器のクニ 十日町 縄文ツーリズム」プロジェクト事業

加茂 ＳＡＫＥプロジェクト　～　酒と鮭を活用した観光開発

能登七尾の地域資源を活用した商品開発と普及による販路開拓事業

酒蔵とパワースポットとまち歩きのコラボによる観光商品開発

飯山仏壇「新スタイル仏壇」開発プロジェクト事業

杏都「アプリコット・ドリンク」プロジェクト

「ほしいも」魅力発信プロジェクト

天明（てんみょう）鋳物を資源とした体験型産業観光ルートの開発

都市観光の推進による域外資金獲得に向けた新観光ルートの発掘

深谷『渋沢栄一のまち物語』プロジェクト

レイクタウンのシャワー型拡散を通した集客交流ビジネスの創出

佐原の大祭を活用した通年型観光資源作成プロジェクト

伊能忠敬翁の地域経営手法を範にとる佐原地域ぐるみビジネス展開プロジェクト

マンガ・アニメと地域資源を融合したコンテンツ活用による新観光創出事業

富士山を活かしたブランド商品作り

富士山まちなか文化遺産を活用した観光商品開発

新四ツ辻文化の街・三島　温故創新プロジェクト

島田ふ～ど（風土×FOOD）プロジェクト

「花火のまち袋井」エリア観光で賑わうまちづくりプロジェクト

岐阜シャツプロジェクト　美濃和紙を活用した和装製品の販路開拓

「飛騨の匠街道」街道観光事業

リサイクル陶磁器による美濃焼の新たなブランド展開プロジェクト

北
海
道

東
北

北
陸
信
越

関
東

東
海

Contents

はじめに ………………………………………………………………………………… 001
「地域力活用新事業 全国展開プロジェクト」の概要
…………………………………………………………………………………………………… 004

注目プロジェクト
出雲商工会議所「食」 ………………………………………………… 006-007
川越商工会議所「技」 ………………………………………………… 008-009
新庄商工会議所「旅」 ………………………………………………… 010-011

食に関連するプロジェクト

旅に関連するプロジェクト

技に関連するプロジェクト

コ コミュニティビジネス

平成28年度　事業成果報告

調査研究事業調
本体事業1年目本1
本体事業2年目本2

共 共同実施案件
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名古屋商工会議所（愛知県）

 豊田商工会議所（愛知県）

大府商工会議所（愛知県）

亀山商工会議所（三重県）

鳥羽商工会議所（三重県）

大津商工会議所（滋賀県）

彦根商工会議所（滋賀県）

彦根商工会議所（滋賀県）

泉大津商工会議所（大阪府）

伊丹商工会議所（兵庫県）

総社商工会議所（岡山県）

福山商工会議所（広島県）

府中商工会議所（広島県）

防府商工会議所（山口県）

長門商工会議所（山口県）

須崎商工会議所（高知県）

宿毛商工会議所（高知県）

飯塚商工会議所（福岡県）

八女商工会議所（福岡県）

柳川商工会議所（福岡県）

小城商工会議所（佐賀県）

松浦商工会議所（長崎県）

水俣商工会議所（熊本県）

竹田商工会議所（大分県）

宇佐商工会議所（大分県）

奄美大島商工会議所（鹿児島県）

那覇商工会議所（沖縄県）

33

34

34

35

35

36

36

37

37

38

38

39

39

40

40

41

41

42

42

43

43

44

44

45

45
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46

産業観光を核としたビジネス客誘致促進プロジェクト

 自動車部品の廃材や端材を活かしたアップサイクルプロジェクト

健康ちょい旅inおおぶ

遊休資産を活用した創業促進と雇用創造による地域の活性化

みんなを元気にするワンハンド和食とスイーツ全国発信プロジェクト

「（仮称）みーつびわ湖・大津」開催に向けた調査研究事業

ひこねアスパラガス・プロジェクト（美食体感＆プレミアム）

ひこねプレミアム甲冑プロジェクト　～戦国・江戸産業復活～

大阪繊維産地活性化プロジェクト

地域資源（希少糖・酒等）を活用した特産品開発プロジェクト

「フルーツシューケーキ」を核にパンわーるど総社を確立する事業

ばらの酵母菌で瀬戸内・福山の六次産業を醸すプロジェクト

中心市街地賑わい・地域コミュニティ基幹店育成事業

学習意欲の高い女子を中心とした新！『産業観光』ルートの構築

自然酵母ベーカリーの試作研究及び地域資源フル活用ネットワークの構築

高知県須崎発！ウツボ全国展開商品開発プロジェクト

宿毛旅がきっかけ「体感」健康増進プロジェクト

長崎街道、八木山高原を活かしたまちおこし・地域活性化プロジェクト

八女産オリーブを活用した高品質商品の開発

水郷柳河「さげもん舟」運行とまち歩きモニターツアー事業

きになる小城のきになる魅力発見事業

「みなまたキッチン」を中心とした食ビジネス創出プロジェクト

技術力の見える商品開発とブランド化を目指したファッションプロジェクト
～素材の品質とデザイン性だけでなく着心地と機能性の追求開発～

地域商社たけたマルシェの食開発事業

異業種連携による「宇佐のチカラ」発信事業

名瀬まち商店街観光まちづくり委員会観光商品・特産品開発事業

琉球王朝大交易の歴史を資源とする那覇市の地域ブランディング

東
海

関
西

中
国

九
州
・
沖
縄

九
州
・
沖
縄

四
国

目次

日本商工会議所　側面支援事業報告 ………………… 047-053

プロジェクト実施商工会議所連絡先一覧 ………… 054-056
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地域経済の活性化のためには、地域の小規模事業者の育成が
重要である。本事業では、小規模事業者の新規事業展開を支援
し、経営力の向上を図ることを目的としている。小規模事業者が
多様化する消費者ニーズを的確に把握し、全国規模の市場に向
けた製品の開発、事業展開を行えるよう、日本商工会議所と全
国の商工会議所が連携して、支援する事業スキームになってい
る。

地域の小規模事業者による全国規模のマーケットを狙った新
規事業展開を支援するため、全国の商工会議所などが小規模事
業者と協力して進める特産品や観光商品の開発およびその販路
開拓について、幅広く支援する。

1 事業の目的

3 事業スキーム

◎地域の資源（農林水産物・文化・技術など）を活かした新た
な製品（特産品など）の開発または改良に関する事業およびそ
の販路開拓または普及に関する事業。
◎地域の資源（名所・施設・産業など）を活用した新たなサー
ビス事業や観光資源の PR など観光に関する事業およびその
販路開拓または普及に関する事業。

◎地域の課題（少子高齢化、人口の都市部偏在、過疎など）の
解決に資する事業。

4 対象事業

2 事業の内容

「地域力活用新事業∞全国展開プロジェクト」
（小規模事業者地域力活用新事業全国展開支援事業）の概要

5 実施件数　※商工会議所分のみ

平成18年度 84 件（うち共同実施9件）

平成19年度 95 件（うち共同実施14件）

平成20年度 96 件（うち共同実施8件）

平成21年度 96 件（うち共同実施5件）

平成22年度 108 件（うち共同実施13件）

平成23年度 93 件（うち共同実施5件）

平成24年度 98 件（うち共同実施11件）

平成25年度 79 件（うち共同実施8件）

平成26年度 81 件（うち共同実施10件）

平成27年度 76 件（うち共同実施6件）

平成28年度 66 件（うち共同実施3件）

事業者による事業化
または

支援事業等の施策の活用によるさらなる事業展開

本体事業
（新製品・観光開発・販路開拓）

調査研究事業
（計画立案）

全国の商工会議所

地域振興のための
コーディネート能力
向上を目的に実践形
式で学ぶ研修事業

共同展示商談会
で開発商品の商
談機会を創出

専門家による商品
改良から販路開拓
までの一貫支援

日本商工会議所に
よる支援

バイヤーズガイド（商
談用商品カタログ）で
の商品情報の提供

専門家による事業
推進のサポート、
事業の評価分析

専門誌やWEB
媒体を活用し
た広報活動

調査研究事業とは
次年度の「本体事業」実施を
視野に入れ、特産品や観光商
品の開発を行うための事業
計画策定に取り組む事業

本体事業とは
全国規模のマーケットを狙っ
た新たな特産品や観光商品
の開発、およびその販路開
拓に取り組む事業

調査研究事業 22 件
本体事業1年目 37 件
本体事業2年目 7 件

（内訳）



注目プロジェクト
プロジェクトの成果として生み出された数多くの開発商品。

食・技・旅の3分野で注目されている商品について、
開発背景や成功要因を詳しく紹介する。

古来からある薬草を地域資源として見直し、
具体的な売り先を決めた商品開発が奏功
出雲商工会議所

消滅の危機にあった地域の縞木綿を
粋に使った商品開発で地場産業を再生
川越商工会議所

地域住民にとって迷惑な雪を、逆転の発想で
観光資源化。持続性ある事業を確立へ
新庄商工会議所



発想のヒントは出雲国風土記だった
島根県出雲市は、『古事記』や『日本書紀』などで、
神々による国造りの舞台として描かれる神話のふるさ
と。由緒正しい寺社や遺跡群、山海の恵みを生かした
グルメや温泉などの観光資源も豊富。平成25年の本殿
遷座祭を中心に進められている出雲大社の「平成の大
遷宮」もあって、注目度が高まっている。
そんな出雲で観光に続く新たな産業を興そうという
壮大なテーマを掲げてスタートしたのが「出雲 “薬草
×美活” プロジェクト」だ。
奈良時代に編纂された出雲の歴史書『出雲国風土記』

には、61種類にも及ぶ薬草についての記述がみられる。
我が国最古の医学書『大同類聚方』が編纂された808
年より70年以上も古い記録だ。出雲は古代日本におい
て、薬草研究の先進地だったと言えるのでは、という
発想からスタートしたプロジェクトで、最初にアイデ
アが提起されたのは平成22年。その後、商工会議所で
独自に事業化を模索していたのを、平成26年に地域力
活用新事業 全国展開プロジェクトの調査研究事業と
して引き継いだ。
時を同じくして、大手化粧品メーカーが調査した「全

国美肌県ランキング」で、島根県が３年連続１位（平成
26年時点）に選ばれたことが話題になっていた。これ
をヒントにターゲットを女性に絞り込み、「美活」の要
素を加え、“薬草×美活” というテーマが導き出された。

若手女性チームに商品開発を一任
調査研究事業では、薬草をどのように利用するか検
討するところから始めた。また、風土記に記載された
61種類の薬草から効能や加工のしやすさなどを基準
に、利用する薬草を10種類まで絞り込んだ。薬草を練
りこんだ和菓子、薬膳カレー、入浴剤などの案が出さ
れ、試作を試みたが、その後の展開に目途が立ったわ
けではなかった。
プロジェクトを取りまとめる石倉氏は、平成27年に
本体事業に取り組むにあたり、自ら動いてモノづくり
ができる実働部隊のような存在が必要だと感じていた。
この時ヒントになったのは、日本商工会議所主催の人
材育成セミナーで訪問した小樽商工会議所の取り組み
だ。同商工会議所の若手女性チームによる商品開発を
成功させたケースを参考に、プロジェクトメンバーを
女性に絞って選抜。事務局として布野氏、監修者とし
て、料理研究家で食育や薬草の利用にも詳しい浅津知
子氏を招き、デザイン関係、栄養士、コンサルタント
など、多種多様な頑張る女性たちが計８人集まる「い
ずも薬草女子部」を創設。商品開発を一任した。
石倉氏の目論見通り、女子部のメンバーはそれぞれ

自ら精力的に動き、薬膳スープ、薬草入りウイロウ、玄
米クッキーなど様々なアイデアを発案し、試作をした。

石倉敬久氏

出雲商工会議所
事務局長

浅津知子氏

有限会社あさつ
取締役
キッチンスタジオ
「夢の食卓」代表

委員自ら試作品を開発し
た。写真は浅津氏が代表
を務める料理教室での商
品開発の様子

布野直美氏

出雲商工会議所
産業振興課 課長

出雲商工会議所
（島根県）
〒693-0011島根県出雲市大津町1131-1
電話：0853-23-2411
FAX：0853-23-1144
URL：http://www.izmcci.or.jp/

古来からある薬草を地域資源として見直し、
具体的な売り先を決めた商品開発が奏功

注目プロジェクト
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妥協せずこだわりぬいた成果
ところが、どれも製品化には至らない。これには、
女子部自身で作った商品開発のルールに要因があっ
た。添加物や白砂糖の不使用、グルテンフリーなど、
こだわればこだわるほど自分たちの首を絞める。そう
した紆余曲折の末、たどり着いたのが抗酸化作用が確
認されている薬草「アカメガシワ」を使用したシリア
ルバーだった。翌年2月には「feel NIPPON 春 2016」
への出展が決まっており、ぎりぎりのタイミングだっ
た。

実は、女子部メンバーは一度だけ、自分たちで決め
たルールを断念しかけたことがある。商品開発の先頭
に立ち、自ら試作品づくりにも取り組んだ浅津氏は、
「『時間的に無理、小麦粉を使おう』と提案したら、『先
生、もう少しがんばりましょう』と説得されてなんと
か押しとどまりました。そこでやめていたら、どこに
でもある製品と同じになっていたかもしれない」と振
り返る。
とにかく、シリアルバーとクッキーの２種類の商品
が完成。東京ビッグサイトで開催する「feel NIPPON 
春 2016」への出展で上京する機会に合わせ、商品が
完成したら商談に行こうと以前から決めていた「ナチ
ュラルローソン」（運営会社は㈱ローソン）を訪問。商
品コンセプトやパッケージデザインが健康志向の商品
を扱う同社のストアコンセプトに合っていると、商品
を一目で気に入ってくれた担当者は、その場で契約を
了承。130店全店で販売することが決まった。仕事の
合間に手軽に口にできる商品へのこだわりを貫き、決
して商品化をあきらめなかったことが結果を導いた。
働く女性らを「お守りのように応援する」というメ

ッセージを込めて「食べるお守り」とネーミングし、
商標登録した。実際に、平成28年10月から発売される
と、大豆と米粉のシリアルバーと米粉のクッキーを合
わせて初回納品の3000個をすぐに消化。発売から３カ
月余りで7000個を追加納品するなど順調に売り上げを
伸ばしており、生産が追い付かず新規の販路開拓がで
きないほどだ。

SNSの活用など議論の進め方も工夫
本体事業がスタートした平成27年６月から、翌年２

月まで、実質８カ月でこれだけの結果を出した要因は
どこにあるのか。
一つは、単に思いだけで商品にこだわったわけでは

なく、最初から売り先を決めて、そこに照準を合わせ
た商品を開発したことがある。
　「本体事業に入ってすぐ、まだ商品もできていない段
階で、販売先をナチュラルローソンに決めていました。
採用されるあてはありませんでしたが、ゴールを明確
にすることが重要でした」（布野氏）。
結果としてナチュラルローソンとの契約が成立した

が、「仮に、だめだったとしても他のルートが見つかっ
たでしょう。それだけ高い競争力の商品ができた」と
石倉氏は言う。
もう一つの秘訣は、プロジェクトの進め方にあった。
調査研究事業の段階では、会議の場で議論したこと

を持ち帰って次の会議までに各自考えておくというサ
イクルだったが、それでは間に合わない。本体事業に
入ってからは、女子部メンバーがそれぞれ主体的に行
動し、持ち合ったものを会議の場で可否判断する方式
をとった。この際、活用したのが SNSだ。アイデアが
閃いたり、問題に突き当たったりすると、その都度
SNSに投稿。ほかのメンバーがアイデアを補完する情
報を提供したり、問題解決手段を提案したりするなど、
会っていないときもSNS上で活発に意見交換され、急
速に議論が進んだのだという。
今後はさらに、薬草を使った加工食品を「食べるお

守り」シリーズとして展開するとともに、次の展開と
して、薬草と美活の街という新たな魅力を発信し、市
全体の活性化につなげていきたい考えだ。

ギフトショーのブースデザ
インも自分たちで考案。
結果は好評で多くの人が
訪れた。

出雲に自生する薬草アカ
メガシワ。成熟すると赤く
染まる

「都会の頑張る女性たち
へ、食べるお守り」という
コンセプトで開発されたシ
リアルバーとクッキー
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幕末の江戸で一大ブームを作った織物

埼玉県川越市はその昔、大都市・江戸で消費される
大量の物資の供給基地として繁栄し、“小江戸” と呼
ばれていた頃の風情を残す蔵の街並みや徳川家由来の
喜多院、川越まつりなど歴史の面影をいまに残す街だ。
そんな古い文化の残る川越市で、貴重な歴史遺産が
消滅の危機にあった。その名も「川越唐桟 (かわごえ
とうざん)」という。綿なのに絹のような光沢と手触り、
粋な縦縞が江戸っ子の心をとらえ、幕末に一大ブーム
を巻き起こした川越特産の織物だ。
江戸の粋を今に伝える織物だが、すでに生産は途絶

え、市内の呉服店などでわずかに残る在庫が尽きれば、
その歴史に幕を下ろしかねない瀬戸際にあった。そこ
で川越商工会議所が提起したのが、「川越唐桟Reborn
プロジェクト」だった。

高校生のアイデアが
新たな息吹を与えた
調査事業としてスタートした平成25年、まず取り組

んだのが、川越唐桟の新たな活用の道を探ること。着
物市場そのものが縮小しているため、既存の枠を超え

る発想が求められた。
ここでカギになったのが、委員として参加した県立
川越工業高校の存在である。明治40年に川越染織学校
として開校し、現在もファッション業界で働く人材を
育てる同校では、川越唐桟の新たな活用のアイデアを、
生徒への夏休みの宿題にした。この結果、140件もの
アイデアが集められた。
委員の一人で、現在も川越唐桟の取り扱いを続けて

いる呉服笠間の四代目笠間美寛氏は、「私たち大人が
どれだけ議論しても決して出てこない発想を、川越工
業高校の先生が高校生たちから引き出してくれた」と
振り返る。
寄せられたアイデアを委員会で選考し、優秀な作品

を表彰。さらに、アイデア案を市主催の産業フェスタ
に出展し、訪れた人に意見を求めた。この中に、後に

江田哲也氏

川越商工会議所
経営支援部主査

笠間美寛氏

呉服笠間
四代目

伊藤敏幸氏

株式会社丸広百貨店
新規事業開発部長

粋な縦縞が江戸っ子の心
をとらえた川越唐桟

高校生たちが考えた川越
唐桟の活用アイデア

川越商工会議所
（埼玉県）
〒350-8510　埼玉県川越市仲町1番地12
TEL：049-229-1810
FAX：049-225-2101
URL：https://www.kawagoe.or.jp

消滅の危機にあった地域の縞木綿を
粋に使った商品開発で地場産業を再生

注目プロジェクト
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実際に製作された、川越唐桟を使ったエプロンの原型
といえるアイデアが出ていた。高校生たちの斬新なア
イデアが伝統の特産品に新たな息吹をもたらした。
川越商工会議所は、幅広い層の意見を集めるため、

川越唐桟とは直接関係ない事業者、川越市、観光協会、
地域活動を行うNPOなどあらゆる立場の人に参画し
てもらい、当初から、産学官の参加を意識したプロジ
ェクトを志向していた。

JR東日本の豪華列車に
採用が決定
調査研究事業によって、川越唐桟復活のカギは認知

度にあるとにらんだ。歴史の表舞台から姿を消して久し
く、市民に対する調査でさえ認知度は10％を切るのが
現状だ。そこで、本体事業に入った平成26年からは、
新商品開発による川越唐桟の認知度の向上をテーマと
し、その具現化の一歩として、川越唐桟を素材とするエ
プロンの製作に着手した。
エプロンの試作品は、本体事業２年目の平成27年度

にも改良版を製作。それぞれ、市の産業フェスタや平
成28年２月に日本商工会議所と共同出展した「feel 
NIPPON 春 2016」（於：東京ビッグサイト）などの機
会を活用して商品をアピールした。
「目で見て、手で触ることのできる実物ができたのは
大きなインパクトだった。反物だけだったらここまで
の展開になったかどうか分からない」（笠間氏）。
来場者は、呉服業界の関係者ではなく唐桟自体を見

るのも聞くのも初めての人ばかり。素材を見せられた
だけではイメージがわかなかったかもしれないが、商
品のサンプルができたことで現代風のテイストにも合
うことをアピールできた。結果的に、試作品のエプロ
ンは、原料費や製作費がかさみ、市販するには高価す
ぎ、一般販売する計画は断念せざるをえなかった。
ところが、同プロジェクトは思わぬところに波及し
ていった。共同展示商談会「feel NIPPON 春 2016」
に出展した際、JR東日本の関係者の目に留まったこと
がきっかけとなり、豪華列車「TRAIN SUITE四季島」
の乗客が着る浴衣として川越唐桟の採用が正式に決定
した。列車の運行開始は平成29年５月の予定で、その

前後には露出度が一挙に高まることが予想される。

特産品への思いが時代を動かした
こうした実績の背景には２つの大きな要因があった。
一つは、委員としても参加する地元の老舗デパート
丸広百貨店が、川越唐桟をワンポイントに使ったオリ
ジナルのワイシャツを同時期に売り出したことだ。プ
ロジェクトとは別に動いていたものだが、うまくタイ
ミングが一致。平成26年４月に商品が発表され、話題
になっていた。
丸広百貨店側は、プロジェクトを通して、商工会議
所、市役所、観光協会と連携ができ、ワイシャツの発
売時には、川越市長をゲストに招いて「川越フェア」と
して大々的な催事を打ち出したことで、マスコミなどで
大きく報じられた。川越唐桟使いのワイシャツはヒット
し、毎年、新作を発表する定番商品に育っている。
「当社としても時期が非常によかった。商工会議所が
中心になってくれたことで、行政や商工業者など市全
体で特産品を盛り上げていこうという機運が盛り上が

った。いち百貨店がオリジナル商品を出したというだ
けでは、ここまで注目されなかったでしょう」（伊藤氏）
こうした相乗効果で一気に川越唐桟の露出が増した
結果、川越唐桟の認知度は、平成27年に市の産業フェ
スタで行ったアンケートでは60％と、３年前に同じ会
場で調査したときより大幅に向上していた。
もう一つ、カギになったのが、同プロジェクト委員
会の意識が一致していたことだ。
「かかわった委員全員が、地元の特産品を絶やしては
いけないというところにフォーカスしたことで、いろ
いろな事柄を動かす原動力になった」（江田氏）。
中でも大きかったのが、懸案だった川越唐桟の生産
再開に向けて目途がたったことだろう。それも、川越
工業高校の卒業生のネットワークからたどりつき、プ
ロジェクトの意義に共感した織元が現われたからだと
いう。
今後は、プロジェクトの成果を呉服業界だけではな

く、他の産業につなげていくことを次の課題として取
り組んでいく考えだ。

「feel NIPPON 春 2016」
での模様が NHKで放映
された

ワイシャツや財布、帽子な
どアイテムが増え特産品と
して復活しつつある
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最初は誰もが無理だと考えた

山形県北部に位置する新庄市は、日本有数の豪雪地
帯として知られる。寒さの厳しい１月から２月になる
と積雪量は平均１メートルを越え、４月中旬ごろにな
ってやっと土が顔をだす。１年の３分の１が雪の中だ。
現在では除雪車や融雪設備などが配備され、状況は改
善されたものの、ひと昔前までは、冬になると交通機
関は機能せず、人々は春がくるまで家の中でじっと耐
えるしかなかった。
そんな新庄市で、雪を観光資源として利用しようと
いう逆転発想のプロジェクトが立ち上がったのは、平
成26年のことだった。
この案が商工会議所内で最初に発表されると、みな
唖然とした。地域に住む者にとって、雪は自分たちを
苦しめる厄介な存在でしかない。雪に覆われている間
は、どこにも行けず何もできない。そんな地域に観光
客が来るはずがない、と。

なぜ雪を観光資源にしようと考えたのか。新庄市に
は、ユネスコ無形文化遺産にも登録された、日本一の
山車行列と称される夏の風物詩「新庄まつり」や国指
定名勝の八向楯（やむきたて）など観光資源はある。
しかし、宿泊施設が圧倒的に足りないうえ、雪に閉ざ
される１年の３分の１は観光資源に乏しく、営業すら
できないことがネックだった。この点が解消されれば
宿泊業が育ち、地域の活性化にもなると考えたのだ。

自分ごととして
自ら主体的に動ける委員会を
何とか動き出したプロジェクトだったが、有識者に

意見を求めても、みな一様に否定的。旅行会社に相談
しても、「冬の新庄で観光は無理」と取り付く島もない。
事務局を託された佐藤氏は、「これは委員の選定がカ
ギになると思った」という。
新庄商工会議所で過去に行ってきた委員会は、業界

のトップを招いて商工会議所が提起した案を承認して
もらう、というパターンのものが多かった。今回の案
件は、それでは何も進まない。自分ごととしてとらえ、
自ら主体的に動ける委員会にする必要がある。そのた
めに、佐藤氏は「委員を自分に決めさせてほしい」と
直談判した。
知己を得た観光業者や市外で活躍した経験のある若

手クリエイター、市外から嫁いできた子育て情報誌の
編集長など、「これは」と狙い定めた人材を一人ひとり
口説き落とした。
そうして集まった委員による会合が開かれたとき、
意外なことが起こった。それまで誰に聞いても雪に対

津藤真知子氏

株式会社もがみ
物産協会
常務取締役

鳥村成実氏

有限会社トランス
オーシャンツーリスト
専務取締役

大類好一氏

新庄観光協会
事務局長

新庄商工会議所
（山形県）
〒996-0022　山形県新庄市住吉町3番8号
電話：0233-22-6855
FAX：0233-22-6857
URL：http://www.sjcci.or.jp/

佐藤亜希子氏

新庄商工会議所
総務課長

地域住民にとって迷惑な雪を、逆転の発想で
観光資源化。持続性ある事業を確立へ

注目プロジェクト

大人も楽しむ雪遊び。スノーモービル体験の様子
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して否定的な意見しか聞かれなかったのに、その場で
は、「そういえば、子供のころは雪遊びが楽しかった」
という話題で盛り上がった。ゲタに竹を打ち付けてス
キー替わりにする「竹ゲタ」、手製の箱型ソリで雪原を
すべる「箱ソリ」、建物の２階まで降り積もった雪の段
差を利用した「雪すべり」はもちろん、新雪をかき分
けて人道をつくる作業「はでやら漕ぎ」でさえ子供た
ちにとっては楽しい遊びだった。
委員長を務めた鳥村氏は、「大人になると嫌な雪も、

子供のころは楽しかったし、雪の降るのが待ち遠しく
すらあった。いまの子供たちだってきっと楽しんでく
れるに違いない」と考えるようになった。
その後、雪観光の先進地を実地調査するなどの活動

を行う中で、自分たちが勝手に否定していただけで、
雪は観光資源になるという理解が周りにも広がり、プ
ロジェクトに注がれる視線も変化していった。

困難を克服し雪観光を実現
とはいえ、本当に観光客がきてくれるという確信が
欲しい。そこで、本体事業に入る前に、新庄商工会議
所の自主事業として、首都圏と宮城県に住む家族を対
象とした、「雪国の暮らし親子体験ツアー」を実施した。
結果は好評で、特に印象的だったのは、子供だけでな
く大人まで楽しんでいる姿だった。
観光物産店を通じて地域の情報を発信してきた津藤

氏は言う。「それまで半信半疑でしたが、あれで確信に
変わりました。こんなに喜んでくれるのならやる価値
はある」。

平成27年、本体事業に入ると、冬でも楽しめる観光
スポットと雪遊びを組み合わせたツアー企画の立案、
商品化といった事業に着手する一方、シンボル的な活
動として「雪国ワンダーランド」の構想が持ち上がっ
た。新庄駅から徒歩３分という立地にありながら、冬
の間は閉鎖されていた公園を会場に、スノーモービル
やバナナボート、雪滑りなどを体験できる雪遊びの殿
堂とも言うべき場だ。
さっそく施設の営業許可や用具の調達に動いたが、
難問だったのは人材の調達。期間は２カ月のみ、週末
だけの営業のため、単体での事業化が難しく、継続し
て運営に携わるスタッフがいない。ここで立ち上がっ
たのは、大類氏を中心とする平均年齢70歳の有志４人。
自ら雪遊び指導スタッフを買ってでて、スノーモービ
ルインストラクター資格を自主的に取得した。
こうして雪国ワンダーランドの開催が決まると、福
島～山形・新庄を走る JR東日本のリゾート列車「と
れいゆつばさ」との連動企画としてさっそく採用が決
定。「冬の新庄で観光は無理」というレッテルをはねの
け、雪観光の商品化が実現したのである。

原動力になったのは危機感
誰もが無理だと言ったプロジェクトを成功に導いた
原動力は何か。大類氏は「この新庄を何とかしなけれ
ばという危機感にあった」と話す。
調査研究事業の際、都内で新庄市のイメージ調査を
行ったところ、そもそも新庄市の存在を知らない人が
8割近くに上り、「ここまで知られていないのか」と愕
然とした。そのショックが委員会を奮起させ、モニタ
ーツアーの実施を後押しし、モニターツアーの成果が
雪国ワンダーランドを実現させ、JR東日本のツアーへ
の採用とつながった。さらに、本体事業を卒業した平
成28年度にも、自主事業としての継続開催へとつなが
り、前年度の倍以上の、500人ほどの観光客が国内外
から訪れるなど、さらなる盛り上がりを見せている。
一つの結果をだしたが、道はまだ半ば。観光開発に

よって地域を盛り上げるという目的を達成するまで、
新庄商工会議所は歩みを続けるという。

平成27年度の雪国ワンダ
ーランドは２カ月間の週末
だけで200人の観光客が
訪れた

ふるさと歴史センター内
の喫茶コーナーでの「雪だ
るまアイスづくり体験」

かまくら体験の様子。モニターツアーの成功で雪観光の実現を確信した
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各地商工会議所
事業成果報告

地域資源の活用や地域の活性化などを目指し、
年間を通して活動した結果を事業毎に報告する。
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日本商工会議所
側面支援事業報告

日本商工会議所では、本事業の普及促進や各地の商工会議所が
実施するプロジェクトの支援を目的に各種事業に取り組んでいる。

共同展示商談会「feel NIPPON 春 2017」の開催

商品改良から販路開拓までの一貫支援の実施（食・技・旅）
・ヒット商品育成サポート事業（食）
・ヒット商品育成サポート事業（技）
・ヒット商品育成サポート事業（旅）

広報事業

担当者研修会の開催

事業基盤強化の実施

1
2

3
4
5

項目



本事業を通じて開発された商品の PRと販路拡大を目
的に、東京ビッグサイトで行われた国内最大級の見本市
「東京インターナショナル・ギフト・ショー」と同時開催
の「グルメ＆ダイニングスタイルショー」に共同展示商
談会「feel NIPPON 春 2017」を出展、24府県の50商工
会議所が参加した。
また、本年は熊本県復興支援として「がんばるけん！

くまもとけん！」エリアを設け、熊本県商工会議所連合

会から８商工会議所が、熊本発の優れた地域産品を出品
した。
イベント期間中に約３万人が来場。本共同展示商談会

ブースでは約1,100件の商談を実施し、約75%が成約も
しくは継続商談となった。

共同展示商談会
「feel NIPPON 春2017」の開催

熊本県からは8商工会議所が参加24府県の50商工会議所が出展

試食を通して地域食材の魅力をお伝え地域の特徴を展示ブースで表現

各出展者のカタログを配布数多くの来場者が訪れた

商品の特徴を丁寧に説明インパクトのある地域産品で来場者にアピール

取り組み

1

共同展示商談会「feel NIPPON 春2017」の開催No.1

Data
日　　程 ：平成29年2月8日（水）～10日（金）
出 展 数 ：50商工会議所
場　　所 ：東京ビッグサイト・東3ホール
来場者数 ：約３万人
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「となりに。日本百貨店」でのテストマーケティング ポップで商品の魅力をアピール

「スーパーマーケット・トレードショー」に出展し、42商品を紹介 パネルやサンプル展示、試食提供を実施

事業者から来場バイヤーへ商品を直接説明 「スーパーマーケット・トレードショー」会場別室にてバイヤーとの商談も実施

商品の開発・販売に精通した専門家によるチームを設
置し、10商工会議所（22事業者、2プロジェクト）から
エントリーのあった商品を対象に、地域資源を活かした
商品の見せ方や売り方、販路別に見た取引の特徴などを
学ぶ研修会や、プロジェクトの活性化・発展に向けた意
見交換、専門家による個別指導を行い、商品の改良や事
業展開を伴走支援した。
さらに、東京都内小売店舗でのテストマーケティング
や「スーパーマーケット・トレードショー2017」への共
同出展、小売業などのバイヤーとの個別商談といった機
会を創出し、販路開拓を支援した。

商品改良から
販路開拓までの一貫支援の実施（食・技・旅）

取り組み

2

Data
【テストマーケティング
「ニッポンまるしぃ＠となりに。日本百貨店」】
日　　程：平成28年12月１日（木）～14日（水）
出 展 数：10商工会議所60商品
場　　所：となりに。日本百貨店（東京都町田市）

【共同展示商談会「ニッポンまるしぃ」
（「スーパーマーケット・トレードショー2017」への出展）】
日　　程：平成29年2月15日（水）～17日（金）
出 展 数：10商工会議所42商品
場　　所：幕張メッセ　9ホール
来場者数：約8万7,000人

ヒット商品育成サポート事業

小樽、岡谷、下諏訪、伊那、鹿沼、竹原、福岡、伊万里、八代、竹
田

参加商工会議所

ヒット商品育成サポート事業（食）No.2
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エントリー商品の募集を行い、17商工会議所が参加し
た。「まるごとにっぽん」で一般消費者向けのテストマー
ケティングを実施し、その結果を踏まえ、専門家チーム
による現地指導を行い、商品改良や販路開拓に関する個
別指導を行った。
また、バイヤーを対象とした展示会「IFFT / インテリ
ア ライフスタイル リビング」に共同出展した。本共同
展示商談会ブースでは493件の商談が行われ、ほぼ全件
が継続商談となった。

ヒット商品育成サポート事業（技）No.2

ヒット商品育成サポート事業

青森、燕、加茂、下諏訪、飯山、鹿沼、佐野、桐生、秩父、富士、
桑名、鯖江、京都、府中、大川、有田、八代

参加商工会議所

Data
【テストマーケティング
「技のヒット甲子園2016＠まるごとにっぽん」】
日　　程：平成28年9月9日（金）～11日（日）
参 加 者：9商工会議所104商品
場　　所：まるごとにっぽん（東京都台東区浅草）

【共同展示商談会「技のヒット甲子園2016＠ IFFT」】
日　　程：平成28年11月7日（月）～9日（水）
出 展 数：13商工会議所182商品
場　　所：東京ビッグサイト　東5ホール
来場者数：約２万人

メガネフレームを使ったアクセサリー作りのワークショップ消費者と生産者が直接触れ合う貴重な機会

13商工会議所182商品を紹介。約2万人が来場した「IFFT / インテリア ライフスタイル リビング」に出展

「まるごとにっぽん」にてテストマーケティングを実施

出展商品を紹介するカタログを配布来場者へ商品の特徴を担当者から説明
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ヒット商品育成サポート事業（旅）No.2

来場者による甲冑の試着体験ワークショップを実施

各地の代表商品を集めて展示

「ツーリズム EXPO ジャパン2016」へ出展

地域産品の試飲

会場を賑わせた殺陣のパフォーマンス各種資料で地域の特徴を紹介

旅行商品の改良、販路拡大を希望する13商工会議所が
参加し、専門家による現地指導と商談シートの作成支援、
PR動画の制作を行った。その後、旅行業者などへの商
談機会の創出、各プロジェクトの PRを目的に、東京ビ
ッグサイトで開催された「ツーリズム EXPOジャパン
2016」に共同展示・商談ブース「あなたのココロとニホ
ンを結ぶ、魅力満載ニホン旅 ～結

むすびたび

旅～」を出展した。本
展示商談会では87件の個別商談が行われ、7割強が当日
成約または継続商談となった。商談結果を踏まえ、参加
商工会議所に対するフォローアップコンサルティングや、
バイヤーへのヒアリングなどを実施し、商談成約に向け
た継続支援を行った。

Data
【共同展示商談会「あなたのココロとニホンを結ぶ、
魅力満載ニホン旅 ～結旅～」
（「ツーリズムEXPOジャパン2016」への出展）】
日　　程： 平成28年9月23日（金）～25日（日）
出 展 数：13商工会議所
場　　所：東京ビッグサイト　東2ホール
来場者数：約18万6,000人

ヒット商品育成サポート事業

登別、久慈、酒田、新庄、上越、糸魚川、加茂、上田、下諏訪、塩
尻、静岡、柳川、八代

参加商工会議所
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広報事業No.3

本事業の認知度向上、実施プロジェクトから誕生した
商品プロモーションの支援を目的に、公式ホームページ
の情報更新を行なった。同時に、Facebook ページを活
用した情報発信も実施した。
また、バイヤー向け仕入れサイト『バイヤーズ・ガイド』
内で『feel NIPPON』特集を設けたり、メールマガジン
を活用したり、各種メディアへ広告掲載をしたりと、本
事業についてのPRおよび販路開拓支援を行なった。

本事業において開発された食・技の商品の常設展示を、
食のショールーム「パルズ」にて実施。ショールームス
タッフが商品の特性を踏まえ、商品改善のアドバイスや、
バイヤー・飲食店の仕入れ担当者への紹介も行った。ま
た、「パルズ」主催の展示会にも出展し、商品の魅力をア
ピールした。

広報事業
取り組み

3
公式ホームページへの商品情報掲載、Facebook・メルマガなどでの情報発信

食のショールーム「パルズ」への常設展示

平成18～27年度に本事業で開発された商品（特産品・
観光商品）について、商品データの精査と商談シートの
作成・提供を行った。
紙媒体の商品カタログ「BUYER'S GUIDE～商談サポ

ートシート～」は、食は約5,000名、技は約500名、旅は
約5,000名のバイヤー・仕入担当者・企画担当者に配付。
バイヤーへのPRを行い、マッチングの促進を図った。

商品カタログ「BUYER'S GUIDE～商談サポートシート～」（食・技・旅）の作成

Data
【常設展示】
実施期間：平成28年9月15日（木）～平成29年3月17日（金）
【展示会】
実施期間：平成28年11月21日（月）～28日（月）
　　　　　平成29年2月13日（月）～20日（月）

Data
WEBサイトURL ：http://feelnippon.jcci.or.jp/
Facebook URL ：https://www.facebook.com/feelNIPPON/
バイヤーズ・ガイド feel NIPPON特集： 
特集ページ（http://buyersguide.jp/special/030）

メルマガ配信：  日本食糧新聞社、バイヤーズ・ガイド、
FABEX INFO、Retailers.jp、流通ニュース

広告掲載：  観光経済新聞、観光経済ドットコム、Retailers.jp、
流通ニュース

小規模展示会の様子 feel NIPPONコーナー

首都圏のバイヤーが来場 展示会スタッフが商品を丁寧に説明
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事業基盤強化の実施No.5担当者研修会の開催No.4

本年度、条件付きの採択となった商工会議所のプロジェクトと、本事業に初めて取り組む商工会議所を中心に専門家
などを派遣し、プロジェクトを円滑に進められるよう支援したほか、すべての採択プロジェクトの業務遂行上の課題に対
し、電話やメールなどによるアドバイスを行った。
また、過年度に実施したプロジェクトについては、要望に応じて専門家を派遣するなどの実践的な支援を展開した。

専門家を派遣

平成28年度のプロジェクト実施商工会議所の担当者を対象に、事業を実施するに当たっての留意事項や事務手続きな
どについて説明した。また、商品づくりやブランドづくり、地域づくりに関する専門家の講演の他、都内小売店の実地調
査を行った。

担当者研修会の開催
取り組み

4

Data
日　　程：平成28年5月30日（月）～31日（火）
場　　所：全国町村議員会館「２階会議室」
参 加 者：74名
講　　演：
・「ＦＣＰを活かした地域特産品の開発と販路開拓」
 千葉銀行　法人営業部　地域情報グループ
 ビジネスマッチング担当　主任調査役　渡辺 勝美 氏
・「販路を見据えた地域観光商品開発の重要性」
 WILLERツーリズム＆コンサルティング株式会社
 代表取締役　小高 直弘 氏
・「そごう西武のオムニチャネル戦略と地域との商品開発」
 株式会社そごう・西武　商品部
 オムニチャネル商品プロジェクト部長　藤井 昇 氏
 商品計画部　商品開発担当　飯田 和広 氏

実地調査：日本百貨店しょくひんかん（東京・秋葉原）

事業基盤強化の実施
取り組み

5

平成18～28年度に実施したプロジェクトの調査・分析などを行い、成功要因や課題などの抽出、商流に乗せるための
販路開拓の方策などを整理した。
また、未実施商工会議所をはじめ、次年度以降の応募を検討している商工会議所に専門家や職員を派遣し、本事業の
説明と事業の実施に向けたサポートを行った。

平成18～28年度のプロジェクトを事業評価

全国のプロジェクト担当者に対して留意事項などを説明
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プロジェクト実施商工会議所

連絡先一覧

東
北

北
陸
信
越

北
海
道

小千谷商工会議所
〒947-8691　新潟県小千谷市本町2-1-5　小千谷商工福祉会館
Te l：0258-81-1300
Fax：0258-83-3632
http://www.ojiyacci.org/

糸魚川商工会議所
〒941-8601　新潟県糸魚川市寺町2-8-16
Te l：025-552-1225
Fax：025-552-8860
http://www.itoigawa-cci.or.jp/

十日町商工会議所
〒948-0088　新潟県十日町市駅通り17
Te l：025-757-5111
Fax：025-752-6044
http://www.tokamachi-cci.or.jp/

加茂商工会議所
〒959-1313　新潟県加茂市幸町2-2-4
Te l：0256-52-1740
Fax：0256-52-4100
http://www.kamocci.or.jp/

七尾商工会議所
〒926-8642　石川県七尾市三島町70-1　七尾産業福祉センター
Te l：0767-54-8888
Fax：0767-54-8811
http://www.nanao-cci.or.jp/

下諏訪商工会議所
〒393-0087　長野県諏訪郡下諏訪町4611
Te l：0266-27-8533
Fax：0266-28-8811
http://cci.shimosuwa.nagano.jp/

盛岡商工会議所
〒020-8507　岩手県盛岡市清水町14-12
Te l：019-624-5880
Fax：019-654-1588
http://www.ccimorioka.or.jp/

奥州商工会議所
〒023-0818　岩手県奥州市水沢区東町4
Te l：0197-24-3141
Fax：0197-24-3148
http://www.oshucci.com/

久慈商工会議所
〒028-0065　岩手県久慈市十八日町1-45　久慈商工会館
Te l：0194-52-1000
Fax：0194-52-1051
http://kujicci-iwate.jp/

白石商工会議所
〒989-0256　宮城県白石市字本鍛冶小路13
Te l：0224-26-2191
Fax：0224-26-3222
http://www.shiroishicci.or.jp/

秋田商工会議所
〒010-0923　秋田県秋田市旭北錦町1-47
Te l：018-863-4141
Fax：018-862-2101
http://www.akitacci.or.jp/

酒田商工会議所
〒998-8502　山形県酒田市中町2-5-10
Te l：0234-22-9311
Fax：0234-22-9310
http://www.sakata-cci.or.jp/

鶴岡商工会議所
〒997-8585　山形県鶴岡市馬場町8-13
Te l：0235-24-7711
Fax：0235-24-6171
http://www.trcci.or.jp/

新庄商工会議所
〒996-0022　山形県新庄市住吉町3-8
Te l：0233-22-6855
Fax：0233-22-6857
http://www.sjcci.or.jp/

長井商工会議所
〒993-0011　山形県長井市館町北6-27
Te l：0238-84-5394
Fax：0238-88-3778
http://www.nagai-cci.or.jp/

天童商工会議所
〒994-0013　山形県天童市老野森1-3-28
Te l：023-654-3511
Fax：023-654-7481
http://www.tendocci.com/

札幌商工会議所
〒060-8610　北海道札幌市中央区北1条西2
Te l：011-231-1332
Fax：011-222-5215
http://www.sapporo-cci.or.jp/

北見商工会議所
〒090-0023　北海道北見市北3条東1-2　北見経済センター
Te l：0157-23-4111
Fax：0157-22-2282
http://kitamicci.or.jp/

富良野商工会議所
〒076-0031　北海道富良野市本町7-10
Te l：0167-22-3555
Fax：0167-22-3120
http://www.furano.ne.jp/furano-cci/

美幌商工会議所
〒092-0004　北海道網走郡美幌町字仲町1-44　美幌経済センター
Te l：0152-73-5251
Fax：0152-73-5253
http://ccib.or.jp/

登別商工会議所
〒059-0012　北海道登別市中央町5-6-1
Te l：0143-85-4111
Fax：0143-85-4199
http://www.noboribetsu.cci.or.jp/

飯山商工会議所
〒389-2253　長野県飯山市大字飯山2239-1
Te l：0269-62-2162
Fax：0269-63-3191
http://www.iiyamacci.jp/

千曲商工会議所
〒387-0011　長野県千曲市杭瀬下3-9
Te l：026-272-3223
Fax：026-272-3633
http://www.chikumacci.jp/
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関
東

東
海 岐阜商工会議所

〒500-8727　岐阜県岐阜市神田町2-2
Te l：058-264-2131
Fax：058-264-0336
http://www.gcci.or.jp/

高山商工会議所
〒506-8678　岐阜県高山市天満町5-1
Te l：0577-32-0380
Fax：0577-34-5379
http://www.takayama-cci.or.jp/

瑞浪商工会議所
〒509-6121　岐阜県瑞浪市寺河戸町1043-2
Te l：0572-67-2222
Fax：0572-67-2230
http://www.mzcci.or.jp/

名古屋商工会議所
〒460-8422　愛知県名古屋市中区栄2-10-19
Te l：052-223-5611
Fax：052-231-6768
http://www.nagoya-cci.or.jp/

豊田商工会議所
〒471-8506　愛知県豊田市小坂本町1-25
Te l：0565-32-4567
Fax：0565-32-1000
http://www.toyota.or.jp/

大府商工会議所
〒474-8503　愛知県大府市中央町5-70
Te l：0562-47-5000
Fax：0562-46-9030
http://www.obu-cci.or.jp/

ひたちなか商工会議所
〒312-8716　茨城県ひたちなか市勝田中央14-8
Te l：029-273-1371
Fax：029-275-2666
http://www.hcci.jp/

佐野商工会議所
〒327-0027　栃木県佐野市大和町2687-1
Te l：0283-22-5511
Fax：0283-22-5517
http://www.sanocci.or.jp/

高崎商工会議所
〒370-8511　群馬県高崎市問屋町2-7-8
Te l：027-361-5171
Fax：027-362-3550
http://www.takasakicci.or.jp/

深谷商工会議所
〒366-0823　埼玉県深谷市本住町17-1
Te l：048-571-2145
Fax：048-571-8222
http://www.fukaya-cci.or.jp/

越谷商工会議所
〒343-0817　埼玉県越谷市中町7-17　越谷産業会館内
Te l：048-966-6111
Fax：048-965-4445
http://www.koshigaya-cci.or.jp/

佐原商工会議所
〒287-0003　千葉県香取市佐原イ525-1
Te l：0478-54-2244
Fax：0478-55-1501
http://www.sawara-cci.or.jp/

甲府商工会議所
〒400-8512　山梨県甲府市相生2-2-17
Te l：055-233-2241
Fax：055-233-2131
http://www.kofucci.or.jp/

富士吉田商工会議所
〒403-0004　山梨県富士吉田市下吉田7-27-29
Te l：0555-24-7111
Fax：0555-22-6851
http://www.fyoshidacci.or.jp/

三島商工会議所
〒411-8644　静岡県三島市一番町2-29
Te l：055-975-4441
Fax：055-972-2010
http://www.mishima-cci.or.jp/

島田商工会議所
〒427-0029　静岡県島田市日之出町4-1
Te l：0547-37-7155
Fax：0547-37-5250
http://www.shimada-cci.or.jp/

袋井商工会議所
〒437-8691　静岡県袋井市新屋1-2-1
Te l：0538-42-6151
Fax：0538-42-9871
http://www.fukuroi-cci.or.jp/

関
西 亀山商工会議所

〒519-0124　三重県亀山市東御幸町39-8
Te l：0595-82-1331
Fax：0595-82-8987
http://kameyama-cci.or.jp/

鳥羽商工会議所
〒517-0022　三重県鳥羽市大明東町1ｰ7
Te l：0599-25-2751
Fax：0599-26-4988
http://www.toba.or.jp/

大津商工会議所
〒520-0806　滋賀県大津市打出浜2-1　｢コラボしが21｣9階
Te l：077-511-1500
Fax：077-526-0795
http://www.otsucci.or.jp/

彦根商工会議所
〒522-0063　滋賀県彦根市中央町3-8
Te l：0749-22-4551
Fax：0749-26-2730
http://www.hikone-cci.or.jp/

泉大津商工会議所
〒595-0062　大阪府泉大津市田中町10-7
Te l：0725-23-1111
Fax：0725-23-1115
http://www.izumiotsu-cci.or.jp/

伊丹商工会議所
〒664-0895　兵庫県伊丹市宮ノ前2-2-2
Te l：072-775-1221
Fax：072-775-1223
http://www.itami.jp/
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四
国

九
州
・
沖
縄

総社商工会議所
〒719-1131　岡山県総社市中央6-9-108
Te l：0866-92-1122
Fax：0866-93-9699
http://www.kibiji.ne.jp/scci/

福山商工会議所
〒720-0067　広島県福山市西町2-10-1
Te l：084-921-2349
Fax：084-922-0100
http://www.fukuyama.or.jp/

府中商工会議所
〒726-0003　広島県府中市元町445-1
Te l：0847-45-8200
Fax：0847-45-5110
http://www.fuchucci.or.jp/

防府商工会議所
〒747-0037　山口県防府市八王子2-8-9
Te l：0835-22-4352
Fax：0835-22-4763
http://www.h-c.or.jp/

長門商工会議所
〒759-4101　山口県長門市東深川1321-1　長門商工会議所会館
Te l：0837-22-2266
Fax：0837-22-6490
http://www.ncci.or.jp/

須崎商工会議所
〒785-0012　高知県須崎市西糺町4-18
Te l：0889-42-2575
Fax：0889-43-2696
http://www.cciweb.or.jp/susaki/

宿毛商工会議所
〒788-0001　高知県宿毛市中央2-2-18
Te l：0880-63-3123
Fax：0880-63-4436
http://www.sukumocci.or.jp/

飯塚商工会議所
〒820-8507　福岡県飯塚市吉原町6-12
Te l：0948-22-1007
Fax：0948-22-0007
http://www.iizuka-cci.org/

八女商工会議所
〒834-0063　福岡県八女市本村425-22-2
Te l：0943-22-5161
Fax：0943-22-5164
http://www.yamecci.or.jp/

柳川商工会議所
〒832-0045　福岡県柳川市本町117-2　柳川商工会館
Te l：0944-73-7000
Fax：0944-73-3030
http://www.yanagawa-cci.or.jp/

小城商工会議所
〒845-0001　佐賀県小城市小城町253-21　ゆめぷらっと小城3F
Te l：0952-73-4111
Fax：0952-72-4120
http://www.ogi-cci.or.jp/

松浦商工会議所
〒859-4501　長崎県松浦市志佐町浦免1807
Te l：0956-72-2151
Fax：0956-72-0199
http://www.e-matsuura2.jp/cci/

水俣商工会議所
〒867-0042　熊本県水俣市大園町1-11-5
Te l：0966-63-2128
Fax：0966-63-6474
http://www.minamata-cci.or.jp/

竹田商工会議所
〒878-0013　大分県竹田市大字竹田1920-1
Te l：0974-63-3161
Fax：0974-63-3163
http://www.taketa-cci.or.jp/

宇佐商工会議所
〒879-0456　大分県宇佐市大字辛島198-2
Te l：0978-33-3433
Fax：0978-32-4060
http://www.twinpia-usa.or.jp/

奄美大島商工会議所
〒894-0034　鹿児島県奄美市名瀬入舟町12-6
Te l：0997-52-6111
Fax：0997-54-0934
http://www.amami-cci.or.jp/

那覇商工会議所
〒900-0033　沖縄県那覇市久米2-2-10
Te l：098-868-3758
Fax：098-866-5728
http://www.nahacci.or.jp/
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